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株式会社ウェザーニューズ（本社：千葉市美浜区、代表取締役社長：草開千仁）は、集中豪雨等による

洪水など、いざという時への防災活動へ役立てていただくため、au向け「ウェザーニュース」アプリをバージ

ョンアップし、浸水被害を疑似体験できる「AR浸水シミュレータ」を公開しました。 

 

 

◆西日本豪雨、4割以上が「自分は大丈夫」と避難せず…水害への危機意識に課題 

近年、各地で大規模な豪雨が相次ぎ、河川の氾濫や家屋の浸水といった水害が後を絶ちません。7 月、

熊本では線状降水帯による豪雨で球磨川の氾濫が発生し、多くの被害が出ました。気象庁によると、全国

の 1時間降水量 80mm以上の年間発生回数は年々増加しており、激甚化する気象災害、水害への備えが

必須となってきています。 

一方で、ウェザーニューズが 2018 年に行った調査では、西日本豪雨の際、「避難すべき状況」と認識し

ていたにも関わらず避難しなかった方は全体の 84％にものぼり、その中の 4 割以上の方が、避難しなかっ

た理由として「自分の周辺は大丈夫だと思った」と回答しました。水害は地震災害と比べて危険が迫ってい

ることを感じにくく、“じぶんごと”として捉えるのが難しい災害です。 

そこで、普段見慣れた自宅や勤務先など、目の前の景色で浸水被害を疑似体験し、防災意識を高めて

もらうアプリとして、「AR 浸水シミュレータ」を開発しました。本アプリは、神奈川歯科大学歯学部の板宮朋

基教授が開発した「Disaster Scope®」の技術を活用しています。 

「AR浸水シミュレータ」のご利用はこちら 本プレスリリースの素材ダウンロードはこちら 

auMarket版「ウェザーニュース」アプリを起動し 
メニューより「AR浸水シミュレータ」にアクセス 

「浸水被害を疑似体験できる「AR浸水シミュレータ」を公開」 
https://jp.weathernews.com/news/32399/ 
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〜5G 時代における拡張現実（AR）技術を活用 洪水などによる浸水被害をリアルに体験〜 



 

◆もしここが浸水したら…？AR技術で浸水被害を疑似体験 

今回、提供を開始した「AR 浸水シミュレーター」（以降、本アプリ）は、

今いる場所が浸水したらどうなるかを、スマホで疑似体験できるアプリで

す。拡張現実（AR）技術を活用し、目の前が浸水した様子を視覚的にわ

かりやすく表現することで、浸水被害をリアルに体験することができま

す。 

本アプリでは、スマホのカメラ機能を使用し、自分の目の前の景色が

浸水した状況を映し出します。浸水の深さは画面上で 10cm単位で設定

可能で、浸水が 50cm になった場合や 1m になった場合、今見ている景

色がどのように変化するのかをスマホの画面に可視化します。アプリ上

では水流や水の色も指定することが可能で、浸水の状況をよりリアルに

体験することができます。 

 

＜現在地の浸水リスクをシミュレーション可能＞ 

また、ユーザーの位置情報から、想定しう

る最大規模の降雨で河川が氾濫した際の

浸水リスクをシミュレーションすることができ

ます。この現在地シミュレーションでは、ユー

ザーの位置情報と国土交通省が発表してい

る洪水浸水想定区域データとを照らし合わ

せ、想定しうる最大規模の降雨により河川

が氾濫した場合、現在地で想定されている

浸水深を画面上に表示します。例えば、銀

座駅周辺では 50cm、浅草駅周辺では 1mの

浸水が想定されており、これらの想定を、実

際の景色に重ねて見ることができます。 

場所や時間を問わず、スマホで簡単に浸

水リスクを把握することができるため、事前

の水害対策や水害への防災意識の向上に

お役立ていただけます。 

 

＜事前の浸水対策・防災意識の向上へ＞ 

本アプリでは、自宅や勤務先に水が入ってきた場合、実際に何がどの程度まで浸水するのか、視覚的に

わかりやすく捉えることができるため、いざという時の安全確保や避難計画の検討、家財道具や商品の移

動など事前の浸水対策として活用いただけます。また、見慣れた景色や目の前の景色に浸水の様子を重

ね合わせることで、誰でも危機感を感じやすく、水害をより“じぶんごと”として捉え、防災意識の向上にお役

立ていただけます。 

 

銀座駅周辺（左）と浅草駅周辺（右）のシミュレーション 



・ 自宅や勤務先の浸水対策に 

実際に何がどの程度まで浸水してしまうのかを確認。家財道具や商品などの移動の参考に 

・ 事前の安全確保や避難計画に 

実際に浸水してしまった際の安全な避難方法や避難場所の検討に 

・ 防災意識の向上に 

もしここが浸水してしまったら…？浸水の危険を視覚的に捉えることで、防災について考えるきっかけ

や、いざという時の迅速な判断を後押し 

 

なお、本アプリは Android専用アプリで、起動には Googleの AR Core対応端末（※）および auMarket版

「ウェザーニュース」アプリと「AR 浸水シミュレータ」アプリの両方が必要です。「AR 浸水シミュレータ」アプリ

は「ウェザーニュース」アプリのメニューからインストールが可能です（auスマートパス会員が対象）。 

今後 iOSや他キャリアにも広く展開していく予定です。 

（※）一部端末で動作が正常に起動しない場合があります。 

 

ウェザーニューズでは、今後も、「ウェザーニュース」アプリや気象情報チャンネル「ウェザーニュース

LiVE」を通じて防災・減災のための情報発信を行なっていくと共に、5G時代に新しい技術を積極的に取り入

れ、防災意識の向上や避難計画に役立つコンテンツの開発、提供を進めてまいります。 

 


